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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年12月15日(2014.12.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対応する単一命令複数データ（ＳＩＭＤ）エレメントに情報を記憶して、ウェーブフロ
ント内のワークアイテムごとにシステムコール要求を処理するステップと、
　前記ＳＩＭＤエレメントをＳＩＭＤベクトルとしてまとめて、システムコール要求デー
タ構造を生成するステップと、
　前記ＳＩＭＤベクトルを、実行対象としてプロセッサに送信するステップと、
　各ワークアイテムについての結果を受信するステップと、
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記ＳＩＭＤベクトルを、中央処理装置（ＣＰＵ）が認識することが可能な高優先度キ
ュー内にエンキューするステップをさらに含む、
　請求項１の方法。
【請求項３】
　各ＳＩＭＤエレメントは、関数セレクタと、引数リストと、前記結果用のメモリ空間と
を含む、
　請求項１の方法。
【請求項４】
　前記ＳＩＭＤベクトルは、複数のウェーブフロントからのシステムコール要求を含む、
　請求項１の方法。
【請求項５】
　少なくとも１つのプロセッサを有するコンピュータシステムで実行される方法であって
、
　ウェーブフロント内の各ワークアイテムからのシステムコール要求に対応する単一命令
複数データ（ＳＩＭＤ）エレメントを含むＳＩＭＤベクトルを受信するステップと、
　各ＳＩＭＤエレメントの各システムコール要求を実行するステップと、
　各システムコールの結果を、前記ＳＩＭＤベクトルを介して、前記ウェーブフロント内
の各ワークアイテムに送信するステップと、
　を含む、方法。
【請求項６】
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　前記受信するステップは、グラフィックス処理デバイスが認識することが可能な高優先
度キュー内の前記ＳＩＭＤベクトルを受信するステップを含む、
　請求項５の方法。
【請求項７】
　対応する単一命令複数データ（ＳＩＭＤ）エレメントに情報を記憶して、ウェーブフロ
ント内のワークアイテムごとのシステムコール要求を処理するように構成されたメモリと
、
　ＣＰＵとを含み、
　前記ＳＩＭＤエレメントは、ＳＩＭＤベクトルとしてまとめられ、
　前記ＣＰＵは、
　前記ＳＩＭＤエレメントに記憶された各システムコール要求を実行することと、
　各システムコール要求の結果を、前記ウェーブフロント内の各ワークアイテムに送信す
ることと、
　を行うように構成されている、
　システム。
【請求項８】
　前記メモリは、前記ＳＩＭＤベクトルをエンキューするように構成された高優先度キュ
ーであり、前記高優先度キューは、ＣＰＵによって認識可能である、
　請求項７のシステム。
【請求項９】
　各ＳＩＭＤエレメントは、関数セレクタと、引数リストと、前記結果用のメモリ空間と
を含む、
　請求項７のシステム。
【請求項１０】
　前記ＳＩＭＤベクトルは、複数のウェーブフロントからのシステムコール要求を含む、
　請求項８のシステム。
【請求項１１】
　メモリと、
　ＣＰＵとを含み、
　前記ＣＰＵは、
　情報を含む単一命令複数データ（ＳＩＭＤ）エレメントを含むＳＩＭＤベクトルを受信
して、対応するシステムコール要求をウェーブフロント内の各ワークアイテムごとに処理
することと、
　前記ＳＩＭＤベクトルに記憶された各システムコールを実行することと、
　各システムコールの結果を、前記ウェーブフロント内の各ワークアイテムに送信するこ
とと、
　を行うように構成されている、
　システム。
【請求項１２】
　前記ＣＰＵは、
　高優先度キューから前記ＳＩＭＤベクトルを受信すること、を行うように構成されてい
る、
　請求項１１のシステム。
【請求項１３】
　コンピュータ記憶デバイスを含む製品であって、前記デバイスには命令が記憶されてお
り、前記命令がコンピューティングデバイスによって実行されると、
　対応する単一命令複数データ（ＳＩＭＤ）エレメントに情報を記憶して、ウェーブフロ
ント内のワークアイテムごとにシステムコール要求を処理することと、
　前記ＳＩＭＤエレメントをＳＩＭＤベクトルとしてまとめて、システムコール要求デー
タ構造を生成することと、
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　前記ＳＩＭＤベクトルを、実行対象としてプロセッサに送信することと、
　前記ウェーブフロント内の各ワークアイテムについての結果を受信することと、
　を前記コンピューティングデバイスに実行させる、
　製品。
【請求項１４】
　前記ＳＩＭＤベクトルを、ＣＰＵが認識することが可能な高優先度キュー内にエンキュ
ーすることをさらに含む、
　請求項１３の製品。
【請求項１５】
　コンピュータ記憶デバイスを含む製品であって、前記デバイスには命令が記憶されてお
り、前記命令がコンピューティングデバイスによって実行されると、
　ウェーブフロント内の各ワークアイテムからのシステムコール要求に対応する単一命令
複数データ（ＳＩＭＤ）エレメントを含むＳＩＭＤベクトルを受信することと、
　前記ＳＩＭＤベクトルからの各システムコール要求を実行することと、
　各システムコールの結果を、前記ウェーブフロント内の各ワークアイテムに送信するこ
とと、
　を前記コンピューティングデバイスに実行させる、
　製品。
【請求項１６】
　前記受信することは、グラフィックス処理デバイスが認識することが可能な高優先度キ
ュー内の前記ＳＩＭＤベクトルを受信することを含む、
　請求項１５の製品。
【請求項１７】
　コンピュータ記憶デバイスであって、前記デバイスには命令が記憶されており、前記命
令がコンピューティングデバイスによって実行されると、
　対応する単一命令複数データ（ＳＩＭＤ）エレメントに情報を記憶して、ウェーブフロ
ント内のワークアイテムごとにシステムコール要求を処理することと、
　前記記憶されたシステムコールを、ＳＩＭＤベクトルを介して、実行対象としてプロセ
ッサに送信することであって、前記ＳＩＭＤベクトルは、単一データ構造としてまとめら
れた前記ＳＩＭＤエレメントを含むことと、
　前記送信に応じて、前記ウェーブフロント内の各ワークアイテムについての結果を受信
することと、
　を前記コンピューティングデバイスに実行させる、
　コンピュータ記憶デバイス。
【請求項１８】
　前記ＳＩＭＤベクトルを、中央処理装置（ＣＰＵ）が認識することが可能な高優先度キ
ュー内にエンキューすることをさらに含む、
　請求項１７のコンピュータ記憶デバイス。
【請求項１９】
　コンピュータ記憶デバイスであって、前記デバイスには命令が記憶されており、前記命
令がコンピューティングデバイスによって実行されると、
　ウェーブフロント内の各ワークアイテムからのシステムコール要求に対応する単一命令
複数データ（ＳＩＭＤ）エレメントを含むＳＩＭＤベクトルを受信することと、
　前記ＳＩＭＤベクトルからの各システムコール要求を実行することと、
　各システムコールの結果を、前記ウェーブフロント内の各ワークアイテムに送信するこ
とと、
　を前記コンピューティングデバイスに実行させる、
　コンピュータ記憶デバイス。
【請求項２０】
　前記ＳＩＭＤベクトルは、グラフィックス処理デバイスが認識することが可能な高優先
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度キューから受信される、
　請求項１９のコンピュータ記憶デバイス。
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